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成 果 の 概 要 
 

京都大学大学院医学研究科 内科学講座臨床免疫学 
中坊 周一郎 

 
【学会の概要】 
学会名：2016 年欧州リウマチ学会年次集会（EULAR2016）  
開催地：英国 ロンドン 
開催期間：2016 年 6 月 8 日～11 日 
 
【学会内容】 
 欧州リウマチ学会（EULAR）は年に 1 回、ヨーロッパ各国持ち回りで開催されるリウマチ

学に関した学会である。主にリウマチ性疾患（例：関節リウマチ、全身性エリテマトーデス）

に関する発表が行われ、その内容は基礎免疫学から臨床研究まで多岐にわたる。参加者は主に

医師であるが、看護師、ヘルスケアワーカーさらには患者など幅広い。例年 15,000 人前後が

参加し、秋のアメリカリウマチ学会と並ぶリウマチ学に関係した世界最大の学会である。 
 今回の EULAR2016 には世界 120 か国から 14,000 人の参加があり、演題登録は 4,100 題を

数えた。 
 EULAR はまた、日常臨床に直結する guideline、recommendation が発表される場として

も注目されるが、今回も関節リウマチ治療にパラダイムシフトをもたらした 2010 年の

recommendation の修正版が公表され、近年の新しい薬の位置づけが明確になった。 
 さらに、開発中の新薬に関する情報、あるいはそうした治療につながる基礎的な発表、また

質の高い臨床研究の発表などに触れることができる非常に刺激的な学会であった。 
 
【発表内容】 
 今回の私の発表は、近年急速に普及した関節エコーを用いた関節リウマチ（RA）の臨床研

究である。 
 RAは全身の関節の滑膜炎を生じ、疼痛と関節変形により患者QOLを阻害する疾患である。

治療目標は寛解であるが、この寛解は「医師の診察所見」、「検査所見」、「患者による疾患活動

性の全般評価（PtGA）」の複合的指標で定義される。このうち PtGA は患者の主観に左右され

る曖昧さを含んでおり、特に進行期 RA 患者の場合は高度の関節破壊により PtGA が下がりに

くいことが知られる。よって実臨床現場では PtGA が高くてもその他の活動性指標が良ければ

それは良いとする考え方が一般的である。ただ、その妥当性についてエビデンスは乏しい。そ

こで、客観的に滑膜炎を評価出来る手法として関節エコーを用いて PtGA の高い患者と低い患

者で滑膜炎の状態が異なるのかどうかを検証するとともに、それが RA の進行度によって異な

るのかを検証した。 
結果として、進行期のみならず早期 RA 患者であっても PtGA は滑膜炎の強さとは無関係で

あり、さらに進行期では医師の診察所見も滑膜炎を反映しにくくなることが判明した。これは



治療効果や患者の予後を評価するうえで極めて重要な結果で、今後臨床の様々な場面でエコー

を用いた疾患活動性評価が必要となると思われる。 
実際にポスターの前でのディスカッションでも多くの医師に日常臨床での有用性を評価し

ていただき、研究の価値を実感することが出来、論文化に向けての方向性をより明確にするこ

とが出来た。 


